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して 13 アミノ酸からなる LEA ペプチドが開発されており、この LEA ペプチドの発現
により大腸菌における組換えタンパク質発現量の向上や塩・紫外線耐性の向上が報告さ
れている。 








第２章では、既存の LEA ペプチド配列を基に 5 種類の新規 LEA ペプチドを設計し、
その LEA ペプチドを発現する組換え大腸菌の酸耐性を評価している。その結果、調査





















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 













した結果、本論文が博士（ 学術 ）の学位に十分値するものであると判断した。 
